五街道の付属街道に関する一考察 : 特に水戸佐倉道を中心として by 山本 光正
五
街
道
の
付
属
街
道
に
関
す
る
一
考
察
特
に
水
戸
佐
倉
道
を
中
心
と
し
て
山
　
本
　
光
　
正
　
は
じ
め
に
一　
五
街
道
の
呼
称
二
　
水
戸
佐
倉
道
の
概
要
三
　
佐
倉
道
と
水
戸
佐
倉
道
四
　
五
街
道
付
属
街
道
と
水
戸
佐
倉
道
　
お
わ
り
に
五街道の付属街道に関する一考察
論
文
要
旨
　
江
戸
幕
府
は
主
要
街
道
を
幕
府
の
直
接
支
配
下
に
置
き
、
次
第
に
こ
の
街
道
が
五
街
道
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
五
街
道
か
ら
派
生
す
る
街
道
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
道
中
奉
行
支
配
下
に
置
き
、
幕
府
支
配
の
道
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
街
道
を
現
在
研
究
の
便
宜
上
五
街
道
に
付
属
す
る
街
道
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
。
　
本
稿
に
お
い
て
は
幕
府
に
お
け
る
五
街
道
の
意
識
と
五
街
道
と
い
う
名
称
お
よ
び
五
街
道
付
属
街
道
の
う
ち
、
水
戸
佐
倉
道
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
み
た
。
　
五
街
道
の
名
称
は
現
在
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
五
街
道
と
は
幕
府
当
初
か
ら
意
識
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
交
通
制
度
を
確
立
し
て
い
く
過
程
で
意
識
さ
れ
、
五
街
道
と
い
う
名
称
も
で
き
上
っ
た
も
の
で
あ
る
。
幕
府
が
明
確
に
五
街
道
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
寛
文
期
頃
か
ら
で
、
延
宝
期
に
至
っ
て
よ
り
一
層
五
街
道
意
識
が
確
定
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
五
街
道
の
名
称
が
初
め
て
幕
府
公
文
書
に
表
わ
れ
る
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
至
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
　
五
街
道
に
付
属
す
る
街
道
は
ほ
と
ん
ど
が
起
点
・
終
点
を
み
た
場
合
完
結
し
て
い
る
。
つ
ま
り
主
要
街
道
間
を
結
ん
だ
り
、
主
要
地
に
達
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
水
戸
佐
倉
道
の
場
合
千
住
か
ら
水
戸
又
は
佐
倉
ま
で
道
中
奉
行
支
配
下
に
は
な
く
、
い
ず
れ
も
中
途
半
端
な
松
戸
・
八
幡
で
道
中
奉
行
の
支
配
が
終
っ
て
い
る
。
　
水
戸
佐
倉
道
の
成
立
及
び
支
配
に
関
す
る
史
料
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
明
確
な
結
論
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
う
し
た
形
態
は
幕
府
の
東
国
に
対
す
る
防
衛
及
び
、
房
総
半
島
を
近
世
初
期
の
幕
府
が
ど
う
み
て
い
た
か
、
即
ち
幕
府
に
と
っ
て
房
総
の
地
が
重
要
な
要
害
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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は
じ
め
に
　
近
世
の
主
要
街
道
と
い
え
ば
五
街
道
と
呼
ぽ
れ
る
東
海
道
・
中
山
道
・
日
光
道
中
・
奥
州
道
中
・
甲
州
道
中
で
あ
る
。
五
街
道
の
定
義
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
ろ
う
が
、
道
中
奉
行
支
配
下
に
置
か
れ
た
街
道
で
、
交
通
路
・
宿
場
が
大
名
領
や
旗
本
知
行
地
等
を
通
じ
て
い
よ
う
と
、
原
則
と
し
て
交
通
面
で
は
幕
府
の
直
接
支
配
を
受
け
る
街
道
で
あ
る
。
　
五
街
道
の
研
究
は
脇
往
還
な
ど
に
較
べ
る
と
研
究
も
進
ん
で
い
る
と
い
え
る
が
、
基
本
的
な
部
分
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
面
が
か
な
り
あ
る
。
近
年
中
島
三
佳
氏
が
中
学
校
社
会
教
育
の
面
で
、
東
海
道
宿
駅
数
の
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
と
も
基
本
的
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
さ
ら
に
五
街
道
及
び
そ
れ
に
付
属
す
る
街
道
に
つ
い
て
も
、
い
つ
頃
成
立
し
幕
府
の
直
接
支
配
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
研
究
の
整
理
も
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
　
本
稿
で
は
右
の
こ
と
を
総
合
的
に
取
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
在
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
五
街
道
を
幕
府
が
い
つ
頃
か
ら
意
識
し
だ
し
、
五
街
道
と
い
う
呼
称
が
い
つ
頃
か
ら
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
み
て
み
た
い
。
次
に
日
光
道
中
に
付
属
す
る
水
戸
佐
倉
道
の
成
立
と
街
道
の
特
質
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
、
五
街
道
研
究
の
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。
一　
五
街
道
の
呼
称
　
現
在
近
世
の
街
道
と
い
う
と
、
多
く
の
人
は
五
街
道
を
想
起
す
る
。
そ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
学
校
教
育
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
九
一
年
の
高
等
学
校
日
本
史
教
　
（
2
）
科
書
に
は
、
　
　
幕
府
は
江
戸
か
ら
諸
方
に
至
る
東
海
道
・
中
山
道
・
甲
州
道
中
・
日
光
道
中
・
　
　
奥
州
道
中
の
五
街
道
を
幕
府
直
轄
の
主
要
街
道
と
し
て
整
備
し
、
と
あ
る
。
教
科
書
と
い
う
性
格
上
記
述
内
容
が
こ
の
程
度
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
周
知
の
ご
と
く
、
五
街
道
と
い
う
概
念
は
近
世
初
期
か
ら
存
在
し
た
も
の
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
は
な
い
。
丸
山
雍
成
氏
は
五
街
道
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
　
　
　
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
設
置
の
道
中
奉
行
は
、
東
海
道
・
中
山
道
・
日
光
　
　
道
中
・
奥
州
道
中
・
甲
州
道
中
お
よ
び
水
戸
佐
倉
道
を
管
轄
下
に
お
き
、
こ
れ
　
　
を
五
街
道
な
ら
び
に
水
戸
佐
倉
道
と
よ
び
、
ま
た
単
に
五
街
道
と
も
略
称
し
た
。
　
　
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
の
「
伝
馬
宿
拝
借
銭
覚
」
に
よ
れ
ば
、
東
海
道
・
中
　
　
仙
道
・
日
光
井
奥
州
海
道
・
甲
州
海
道
の
各
宿
お
よ
び
佐
倉
海
道
の
三
宿
に
拝
　
　
借
銭
が
認
可
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
当
時
幕
府
に
は
五
街
道
の
概
念
　
　
が
生
じ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
筆
老
自
身
の
考
え
も
基
本
的
に
は
丸
山
氏
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
五
街
道
の
概
念
が
生
じ
て
い
く
過
程
に
焦
点
を
あ
て
考
察
し
て
み
た
い
。
　
五
街
道
の
中
で
も
そ
の
成
立
年
代
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
の
は
東
海
道
で
あ
る
。
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
幕
府
は
東
海
道
各
宿
に
伝
馬
朱
印
状
等
を
発
行
し
、
幕
府
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と
し
た
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
す
べ
て
の
宿
駅
が
設
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
慶
長
六
年
に
近
世
的
な
東
海
道
が
成
立
し
た
と
見
て
異
論
は
な
か
ろ
う
。
　
東
海
道
の
宿
駅
は
俗
に
五
三
駅
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
五
三
と
い
う
数
字
を
巡
り
、
歴
史
分
野
外
で
い
く
つ
か
の
解
釈
が
あ
る
。
岩
波
書
店
発
行
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
所
収
の
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
注
に
は
、
　
　
物
類
称
呼
、
四
に
も
「
五
十
三
駅
と
は
、
山
谷
が
詩
、
鬼
門
関
外
莫
道
遠
、
五
　
　
十
三
駅
是
皇
州
と
有
る
詩
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
し
と
云
ふ
」
と
あ
る
が
、
実
は
　
　
暗
合
で
あ
る
。
と
あ
る
が
、
こ
の
暗
合
と
い
う
の
は
一
体
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
幕
府
が
設
け
た
五
三
宿
の
五
三
に
何
か
意
味
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
内
藤
正
敏
氏
は
「
上
野
寛
永
寺
と
徳
川
マ
ン
ダ
ラ
」
に
お
い
て
、
東
海
道
五
十
三
次
に
は
呪
的
機
能
が
あ
る
と
し
、
　
　
そ
し
て
徳
川
家
に
と
っ
て
、
天
皇
に
対
す
る
最
も
呪
術
的
な
都
市
計
画
は
、
　
　
「
東
海
道
五
十
三
次
」
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
東
海
道
五
十
三
次
は
、
　
　
華
厳
経
入
法
界
品
で
、
善
財
童
子
が
発
心
し
て
、
五
十
三
人
の
善
知
識
を
歴
訪
　
　
す
る
故
事
に
基
づ
い
て
、
五
十
三
の
宿
駅
が
も
う
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
内
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
幕
府
は
意
図
的
に
五
三
の
数
に
こ
だ
わ
り
宿
駅
を
設
け
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
東
海
道
宿
駅
の
成
立
過
程
を
み
て
い
く
と
と
て
も
幕
府
が
五
三
を
意
識
し
て
宿
駅
を
設
定
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
た
と
え
ぽ
児
玉
幸
多
氏
は
、
川
崎
・
戸
塚
・
箱
根
・
岡
部
・
袋
井
・
石
薬
師
・
庄
野
な
ど
は
後
年
に
設
け
ら
れ
た
宿
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
赤
坂
五
位
（
御
油
）
は
最
初
一
宿
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
二
宿
に
分
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
は
内
藤
説
に
よ
れ
ぽ
す
べ
て
五
三
の
数
字
に
す
る
た
め
、
幕
府
が
と
っ
た
政
策
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
宿
の
成
立
事
情
を
勘
案
す
る
と
、
内
藤
説
は
承
伏
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
　
東
海
道
の
成
立
か
ら
五
三
を
巡
る
論
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
幕
府
は
東
海
道
に
引
き
続
き
中
山
道
の
掌
握
・
整
備
も
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
後
徐
々
に
日
光
道
中
・
奥
州
道
中
・
甲
州
道
中
も
整
備
さ
れ
、
幕
府
の
直
接
支
配
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
幕
府
の
出
し
た
交
通
関
係
法
令
の
中
に
、
幕
府
が
ど
の
よ
う
に
五
街
道
を
意
識
し
、
五
街
道
の
呼
称
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
み
て
み
よ
う
。
　
幕
府
は
運
賃
の
改
定
を
実
施
す
る
場
合
、
江
戸
か
ら
最
初
の
宿
場
ま
で
の
運
賃
を
例
示
す
る
場
合
が
多
く
み
ら
れ
る
。
最
初
の
宿
場
と
は
後
に
言
う
五
街
道
の
宿
場
で
あ
る
。
　
慶
長
一
六
年
（
一
六
一
一
）
七
月
幕
府
は
駄
賃
及
び
人
足
賃
を
次
の
よ
う
に
定
め
　
（
7
）
て
い
る
。
　
　
一
江
戸
よ
り
品
川
迄
、
上
下
駄
賃
荷
一
駄
四
拾
貫
目
付
、
び
た
銭
弐
拾
六
文
、
　
　
　
同
板
橋
へ
三
拾
文
之
事
　
こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
の
は
東
海
道
と
中
山
道
の
初
宿
の
み
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
幕
府
が
五
街
道
を
意
識
し
た
か
と
い
う
よ
り
、
幕
府
に
と
っ
て
の
主
要
街
道
は
二
街
道
で
あ
っ
た
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
。
　
そ
の
後
幾
度
か
人
馬
賃
銭
の
改
定
が
実
施
さ
れ
る
が
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
六
月
一
日
の
改
定
で
は
次
の
よ
う
に
人
馬
賃
銭
の
例
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
　
　
一
江
戸
よ
り
品
川
迄
駄
賃
、
壱
駄
付
而
四
拾
弐
文
、
板
橋
へ
四
拾
八
文
、
せ
ん
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じ
ゆ
へ
四
拾
六
文
、
帰
馬
之
駄
賃
同
前
之
事
、
　
　
　
　
付
人
足
賃
は
馬
之
半
分
た
る
べ
き
事
、
　
右
の
よ
う
に
寛
永
一
五
年
に
至
っ
て
品
川
・
板
橋
そ
し
て
せ
ん
じ
ゆ
（
千
住
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
東
海
道
・
中
山
道
・
奥
州
・
日
光
道
中
が
運
賃
の
例
示
対
象
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
日
光
道
中
は
家
康
の
遺
骸
が
久
能
山
か
ら
日
光
に
移
さ
れ
た
元
和
三
年
（
］
六
一
七
）
前
後
か
ら
急
速
に
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
宇
都
宮
城
主
本
多
正
純
に
よ
り
、
元
和
五
年
に
設
定
さ
れ
た
と
い
う
。
日
光
へ
達
す
る
街
道
と
い
う
性
格
上
、
街
道
設
定
当
初
か
ら
重
要
視
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
千
住
に
は
奥
州
・
日
光
両
道
の
意
味
を
含
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
寛
文
五
年
（
一
六
五
五
）
二
月
江
戸
府
内
に
お
い
て
庶
民
が
駕
籠
に
乗
る
こ
と
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
禁
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
禁
令
の
中
に
高
井
戸
が
で
て
く
る
。
　
　
一
町
中
に
て
籠
・
あ
ん
た
に
乗
候
者
有
之
由
二
候
、
従
前
二
御
法
度
二
候
間
、
　
　
　
自
今
以
後
ハ
、
町
中
は
不
及
申
、
品
川
・
千
寿
・
板
橋
・
高
井
戸
、
此
内
を
　
　
　
限
り
堅
乗
申
間
敷
候
、
若
相
背
、
乗
候
も
の
有
之
候
ハ
S
相
改
捕
、
急
度
可
　
　
　
申
付
候
事
、
　
　
一
乗
物
・
籠
・
あ
ん
だ
、
御
赦
免
無
之
者
旅
に
出
候
共
、
又
ハ
旅
よ
り
江
戸
之
　
　
　
罷
越
候
共
、
品
川
・
千
寿
・
板
橋
・
高
井
戸
此
内
二
て
堅
乗
申
間
敷
候
、
是
　
　
　
又
相
背
、
乗
候
も
の
有
之
候
ハ
ふ
相
改
、
急
度
可
申
付
事
、
　
　
　
　
二
月
　
こ
れ
に
よ
り
高
井
戸
、
甲
州
道
中
が
で
て
く
る
訳
だ
が
、
駕
籠
等
の
府
内
に
お
け
る
利
用
禁
止
区
域
に
四
つ
の
地
名
が
記
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
幕
府
に
と
っ
て
江
戸
を
囲
む
重
要
な
地
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
人
馬
賃
銭
改
定
の
面
か
ら
み
る
と
、
甲
州
道
中
初
宿
へ
の
人
馬
賃
銭
が
例
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
延
宝
二
年
（
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
六
七
四
）
二
月
に
至
っ
て
で
あ
る
。
　
　
一
近
年
八
木
・
大
豆
高
直
な
る
ゆ
へ
、
江
戸
よ
り
品
川
へ
駄
賃
銭
、
壱
駄
付
て
、
　
　
　
六
拾
四
文
、
乗
掛
荷
ハ
人
共
に
同
前
、
荷
な
し
に
乗
は
四
拾
壱
文
、
人
足
賃
　
　
　
は
壱
人
に
付
て
三
拾
壱
文
、
千
住
へ
壱
駄
に
付
て
七
拾
文
、
荷
な
し
に
乗
は
　
　
　
四
拾
六
文
、
人
足
賃
ハ
三
拾
五
文
、
板
橋
え
壱
駄
に
付
て
七
拾
弐
文
、
荷
な
　
　
　
し
に
の
ら
は
四
拾
七
文
、
人
足
賃
ハ
三
拾
六
文
、
下
高
井
土
え
壱
駄
に
付
て
　
　
　
百
拾
五
文
、
荷
な
し
に
乗
は
七
拾
四
文
、
人
足
賃
ハ
五
拾
五
文
、
小
松
川
え
　
　
　
壱
駄
に
付
て
五
拾
弐
文
、
荷
な
し
に
の
ら
は
三
拾
五
文
、
人
足
賃
ハ
廿
六
文
　
　
　
可
取
事
　
こ
こ
に
お
い
て
人
馬
賃
銭
例
示
の
上
か
ら
も
五
つ
の
街
道
が
揃
う
わ
け
だ
が
、
こ
の
外
に
小
松
川
へ
の
人
馬
賃
銭
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
小
松
川
は
佐
倉
道
の
初
宿
に
当
た
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ
る
の
で
こ
の
程
度
に
留
め
て
お
こ
う
。
さ
ら
に
こ
の
年
の
五
月
、
幕
府
は
主
要
街
道
に
拝
借
銭
を
交
付
し
て
い
る
が
、
そ
の
対
称
と
な
っ
た
街
道
は
、
　
　
東
海
道
　
　
中
仙
道
　
　
日
光
井
奥
州
海
道
　
　
甲
州
海
道
　
　
佐
倉
海
道
　
　
　
　
　
（
2
ユ
）
の
六
街
道
で
あ
る
（
街
道
名
称
は
原
本
の
ま
ま
）
。
　
江
戸
か
ら
佐
倉
に
至
る
街
道
は
古
く
か
ら
存
在
し
た
筈
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
主
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要
街
道
と
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
政
治
的
判
断
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
別
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
天
和
元
年
（
＝
ハ
八
一
）
三
月
諸
街
道
の
人
馬
賃
銭
が
二
割
増
に
な
る
が
、
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
時
江
戸
か
ら
の
賃
銭
が
例
示
さ
れ
た
の
は
次
の
区
間
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
東
海
道
宿
≧
二
割
増
之
覚
　
　
一
江
戸
よ
り
品
川
え
二
里
　
　
　
（
人
馬
賃
銭
省
略
）
　
　
　
　
　
中
仙
道
宿
ξ
二
割
増
之
覚
　
　
一
江
戸
よ
り
板
橋
え
二
里
半
　
　
　
（
人
馬
賃
銭
省
略
）
　
　
　
　
　
　
日
光
海
道
宿
≧
二
割
増
之
覚
　
　
一
江
戸
よ
り
千
住
え
二
里
八
町
　
　
　
（
人
馬
賃
銭
省
略
）
　
　
一
江
戸
よ
り
岩
淵
え
三
里
拾
五
町
　
　
　
（
人
馬
賃
銭
省
略
）
　
　
　
　
　
甲
州
海
道
宿
≧
二
割
増
之
覚
　
　
］
江
戸
よ
り
下
高
井
戸
え
四
里
　
　
　
（
人
馬
賃
銭
省
略
）
　
　
　
　
　
甲
州
海
道
宿
≧
二
割
増
之
覚
　
　
一
江
戸
よ
り
上
高
井
戸
え
四
里
拾
三
町
　
　
　
（
人
馬
賃
銭
省
略
）
　
こ
こ
に
例
示
さ
れ
て
い
る
区
間
は
、
東
海
道
・
中
仙
道
・
日
光
海
道
・
甲
州
海
道
以
外
に
岩
淵
へ
の
人
馬
賃
銭
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
か
ら
岩
淵
へ
の
道
は
日
光
御
成
道
で
あ
る
が
、
当
時
こ
の
街
道
に
対
し
、
固
定
的
な
名
称
が
付
さ
れ
て
い
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
間
清
利
氏
に
よ
る
と
、
　
　
江
戸
の
本
郷
追
分
か
ら
王
子
・
岩
淵
・
川
口
・
鳩
ケ
谷
・
大
門
・
岩
槻
を
経
て
　
　
幸
手
で
日
光
道
に
合
す
る
六
宿
一
二
里
の
道
を
日
光
御
成
道
と
公
称
し
た
。
こ
　
　
の
道
は
中
世
の
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
街
道
と
呼
ぼ
れ
た
古
道
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
　
　
代
将
軍
が
日
光
社
参
に
通
行
し
た
通
路
で
あ
る
の
で
と
く
に
御
成
道
と
呼
ん
だ
。
と
日
光
御
成
道
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
、
御
成
道
が
日
光
社
参
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
天
和
元
年
に
至
っ
て
人
馬
賃
銭
例
示
区
間
に
突
如
岩
淵
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
光
御
成
道
が
こ
の
時
点
で
道
中
奉
行
の
管
轄
下
に
入
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
佐
倉
道
の
小
松
川
ま
で
の
人
馬
賃
銭
は
表
示
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
但
し
こ
れ
以
降
人
馬
賃
銭
例
示
区
間
に
岩
淵
が
常
に
入
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
な
い
と
い
っ
た
方
が
よ
い
。
　
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
七
月
幕
府
は
旅
籠
屋
が
一
人
旅
を
止
宿
さ
せ
な
い
た
め
、
一
人
旅
の
止
宿
を
道
中
奉
行
高
木
伊
勢
守
の
名
に
よ
っ
て
命
じ
て
い
る
が
、
こ
の
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
の
宛
先
は
「
五
街
道
宿
々
」
で
あ
っ
た
。
法
令
と
実
態
と
の
間
に
は
開
き
が
あ
る
の
で
、
当
然
こ
れ
を
以
て
五
街
道
と
い
う
呼
称
が
成
立
し
た
な
ど
と
は
い
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
徳
川
氏
が
慶
長
六
年
に
東
海
道
を
設
定
掌
握
し
て
以
降
、
公
文
書
に
五
街
道
が
表
わ
れ
る
の
に
八
六
年
か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
05
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
五
街
道
は
そ
の
後
新
井
白
石
の
建
言
に
よ
り
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
に
呼
称
が
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（
1
6
）
定
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
五
畿
七
道
之
中
に
　
　
ト
ウ
セ
ソ
タ
ウ
　
　
東
山
道
　
　
セ
ン
ヲ
ン
タ
ウ
　
　
山
陰
道
　
　
セ
ソ
ヤ
ウ
タ
ウ
　
　
山
陽
道
　
　
　
　
い
つ
れ
も
山
の
字
を
セ
ン
ト
よ
み
申
候
、
　
　
　
　
東
山
道
の
内
の
中
筋
の
道
に
候
故
に
、
古
来
よ
り
中
山
道
と
申
事
に
候
、
　
　
　
　
海
道
と
申
事
ハ
、
　
　
東
海
道
　
　
南
海
道
　
　
西
海
道
　
　
　
　
い
つ
れ
も
海
国
の
道
筋
を
申
候
、
　
　
　
　
海
な
き
国
と
申
伝
へ
候
ハ
、
　
　
下
野
の
国
　
　
甲
斐
の
国
　
　
　
　
此
道
に
海
道
と
申
事
の
あ
る
へ
き
事
に
も
な
く
候
へ
は
、
　
　
日
光
道
中
　
　
甲
州
道
中
　
　
右
之
通
に
て
可
然
候
、
　
白
石
の
建
言
に
よ
り
、
東
海
道
は
従
来
の
ま
ま
、
他
は
中
山
道
・
日
光
道
中
・
甲
州
道
中
と
呼
称
が
定
め
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
背
景
に
は
古
く
よ
り
道
を
表
示
す
る
語
句
と
し
て
海
道
が
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
　
海
道
が
五
畿
七
道
の
海
道
に
依
る
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
易
林
本
　
　
（
1
7
）
『
節
用
集
』
に
は
、
　
　
カ
イ
　
　
ダ
ウ
　
　
海
　
道
と
あ
り
、
街
道
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
こ
れ
ま
で
引
用
し
て
き
た
史
料
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
日
光
海
道
・
甲
州
海
道
な
ど
と
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
、
日
光
街
道
と
表
示
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
中
山
道
に
つ
い
て
は
中
仙
道
と
記
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
　
海
道
・
仙
の
字
は
極
め
て
一
般
日
常
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
民
間
の
み
な
ら
ず
幕
府
が
出
す
公
文
書
に
そ
の
後
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
三
月
宿
場
や
助
郷
か
ら
の
御
蔵
前
入
用
と
六
尺
給
米
の
徴
収
を
免
除
　
　
（
1
8
）
し
た
規
定
に
も
、
中
仙
道
・
奥
州
海
道
・
水
戸
海
道
・
佐
倉
海
道
な
ど
の
表
示
が
み
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
海
道
は
近
代
に
至
っ
て
も
用
い
ら
れ
た
ら
し
く
、
坪
内
遣
遙
は
大
正
一
五
年
に
、
　
　
海
道
が
街
道
と
書
き
替
へ
ら
れ
る
の
は
、
或
ひ
は
遠
い
未
来
で
も
あ
る
ま
い
。
と
書
い
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
二
　
水
戸
佐
倉
道
の
概
要
　
水
戸
佐
倉
道
は
日
光
道
中
千
住
宿
で
分
岐
し
、
さ
ら
に
新
宿
（
現
葛
飾
区
）
で
水
戸
道
と
佐
倉
道
に
分
岐
し
水
戸
道
は
水
戸
へ
、
佐
倉
道
は
佐
倉
へ
達
す
る
街
道
で
あ
る
。　
水
戸
道
は
新
宿
か
ら
金
町
・
松
戸
関
所
を
経
て
江
戸
川
を
渡
り
、
松
戸
・
小
金
・
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我
孫
子
・
取
手
・
藤
代
・
若
柴
（
芝
）
・
牛
久
・
荒
川
・
中
村
・
土
浦
・
中
貫
・
稲
吉
・
府
中
・
竹
原
・
片
倉
・
小
幡
・
長
岡
の
各
宿
を
経
て
水
戸
に
達
す
る
。
　
水
戸
藩
は
参
勤
交
代
は
な
く
、
藩
主
は
定
府
で
あ
っ
た
た
め
、
水
戸
－
江
戸
間
の
物
資
輸
送
や
藩
の
役
人
が
頻
繁
に
通
行
す
る
街
道
で
あ
り
、
水
戸
藩
は
比
較
的
早
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
段
階
か
ら
交
通
運
輸
の
便
を
図
っ
て
い
た
と
い
う
。
年
代
不
詳
の
「
上
野
牧
一
件
」
に
よ
る
と
、
正
保
年
中
（
一
六
四
四
～
四
七
）
に
現
在
の
柏
市
内
を
通
じ
る
水
戸
道
の
付
替
え
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
　
　
正
保
年
中
御
林
ヲ
御
伐
払
、
右
跡
地
面
拾
石
面
与
申
、
水
戸
黄
門
公
柏
村
江
被
　
　
下
、
其
節
水
戸
海
道
御
引
直
シ
被
遊
候
処
、
本
村
β
往
来
之
事
故
、
人
家
皆
引
　
　
越
享
保
十
五
戌
年
右
廻
り
野
馬
入
原
之
分
三
ケ
所
新
田
願
御
高
入
二
相
成
、
其
　
　
後
宝
暦
弐
申
年
本
地
之
内
御
縄
入
之
節
、
名
主
拾
石
面
之
御
書
付
屏
風
下
張
致
　
　
シ
置
候
を
へ
が
し
差
出
候
処
、
ほ
ん
ご
同
様
一
一
付
御
取
持
難
成
、
終
不
残
高
入
　
　
二
相
成
、
依
之
其
節
高
百
五
拾
弐
石
壱
斗
七
升
五
合
増
高
成
ル
、
右
場
所
ハ
原
　
　
三
新
田
与
御
牧
場
与
合
、
当
時
柏
居
村
水
戸
海
道
内
な
り
、
元
水
戸
海
道
ハ
戸
　
　
張
村
・
台
柏
本
村
内
な
り
、
当
呼
塚
田
新
田
土
橋
下
二
往
来
土
橋
跡
有
リ
、
依
　
　
之
右
拾
石
面
ハ
無
之
、
　
「
上
野
牧
一
件
」
は
近
世
後
期
の
成
立
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
が
、
右
の
記
述
に
よ
れ
ば
水
戸
道
の
一
部
付
替
を
指
示
し
た
の
は
水
戸
光
囲
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
付
替
に
よ
り
従
来
高
台
を
通
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
道
は
、
低
地
の
平
坦
な
道
に
変
っ
て
き
て
い
る
。
　
　
　
　
（
2
1
）
　
『
水
戸
市
史
』
に
よ
る
と
、
江
戸
・
水
戸
間
は
二
泊
三
日
の
行
程
で
、
江
戸
勤
番
の
藩
士
は
土
浦
と
小
金
に
宿
泊
を
指
定
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
足
の
早
い
飛
脚
は
水
戸
か
ら
江
戸
ま
で
二
日
で
行
っ
た
。
定
府
と
は
い
え
藩
主
が
国
許
を
往
復
す
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
場
合
は
三
泊
四
日
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
藩
主
用
に
小
幡
・
長
岡
に
は
御
殿
が
設
け
ら
れ
、
小
金
・
取
手
・
藤
代
・
牛
久
・
府
中
に
は
宿
館
が
指
定
さ
れ
て
い
た
。
　
佐
倉
道
は
新
宿
か
ら
小
岩
・
市
川
関
所
を
経
て
江
戸
川
を
渡
り
、
八
幡
・
船
橋
・
大
和
田
・
臼
井
そ
し
て
佐
倉
に
達
す
る
。
水
戸
道
は
水
戸
そ
れ
か
ら
延
長
し
て
東
北
方
面
に
達
す
る
。
こ
れ
に
対
し
佐
倉
道
は
延
長
す
れ
ぽ
太
平
洋
岸
の
東
北
方
面
に
も
達
す
る
が
、
房
総
半
島
に
達
す
る
メ
イ
ン
ル
ー
ト
と
し
て
の
機
能
が
大
き
か
っ
た
。
尤
も
そ
の
道
筋
が
千
住
・
新
宿
を
回
る
た
め
房
総
に
達
す
る
に
は
遠
回
り
に
な
り
、
江
戸
の
住
人
は
普
通
行
徳
船
を
利
用
し
て
江
戸
小
網
町
の
行
徳
河
岸
か
ら
行
徳
に
上
陸
し
て
船
橋
に
出
た
り
、
元
佐
倉
道
を
利
用
し
て
小
岩
・
市
川
関
所
に
達
す
る
よ
う
な
ル
ー
ト
を
利
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　
佐
倉
道
ま
た
は
そ
の
一
部
は
房
総
諸
大
名
の
参
勤
交
代
路
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
近
世
中
期
以
降
は
成
田
参
詣
路
と
し
て
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
、
街
道
名
称
も
民
間
で
は
成
田
道
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
船
橋
市
の
『
道
標
』
に
よ
る
と
、
船
橋
市
古
和
釜
に
所
在
す
る
元
禄
一
四
年
二
七
〇
一
）
の
念
仏
塔
や
、
同
市
宮
本
の
東
光
寺
境
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
の
庚
申
塔
に
は
「
さ
く
ら
道
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
同
市
前
原
所
在
の
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
の
道
標
に
は
「
な
り
た
道
」
、
や
は
り
同
所
に
あ
る
明
治
＝
年
と
二
一
年
の
道
標
に
は
「
成
田
山
道
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
外
の
佐
倉
道
沿
道
ま
た
は
周
辺
の
道
標
な
ど
を
見
て
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
「
成
田
山
」
を
メ
イ
ソ
に
し
た
道
標
は
地
元
外
の
成
田
山
信
徒
が
建
立
し
た
も
の
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が
多
く
、
佐
倉
方
面
の
人
々
が
建
立
し
た
も
の
は
「
佐
倉
」
が
メ
イ
ン
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
成
田
道
の
名
称
は
、
成
田
参
詣
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
地
域
外
の
信
徒
に
よ
っ
て
呼
ぽ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
　
成
田
山
新
勝
寺
が
急
速
に
多
く
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
興
第
一
世
貫
主
照
範
上
人
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
、
彼
は
元
禄
一
四
年
に
は
再
建
し
た
本
堂
の
落
慶
供
養
を
実
施
し
、
同
一
六
年
に
は
江
戸
深
川
永
代
寺
に
お
い
て
出
開
帳
を
行
い
、
以
降
度
々
出
開
帳
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
初
代
市
川
団
十
郎
の
信
仰
が
加
わ
り
、
多
く
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
　
関
東
各
地
、
特
に
江
戸
の
人
々
に
と
っ
て
成
田
は
手
軽
な
観
光
地
と
化
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
成
田
観
光
ル
ー
ト
は
さ
ら
に
そ
の
後
背
地
の
香
取
・
鹿
島
・
息
栖
の
三
社
と
銚
子
を
も
取
り
こ
み
、
一
つ
の
観
光
圏
を
形
成
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
　
水
戸
道
は
そ
の
主
要
な
機
能
が
水
戸
藩
士
の
往
来
に
あ
り
、
佐
倉
道
は
成
田
道
と
そ
の
呼
び
名
を
変
え
、
信
仰
・
観
光
と
し
て
の
道
の
機
能
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
三
　
佐
倉
道
と
水
戸
佐
倉
道
　
水
戸
佐
倉
道
は
前
に
も
述
べ
た
が
、
佐
倉
道
の
場
合
千
住
・
新
宿
を
経
て
小
岩
・
市
川
関
所
に
達
す
る
と
か
な
り
の
遠
回
り
に
な
る
。
こ
れ
は
佐
倉
道
が
江
戸
か
ら
小
岩
・
市
川
関
所
へ
達
す
る
の
に
別
の
ル
ー
ト
を
通
っ
て
い
た
た
め
で
、
あ
る
時
期
に
水
戸
道
と
一
部
が
合
併
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
よ
る
と
、
随
所
に
「
元
佐
倉
道
」
と
い
う
記
載
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
い
く
つ
か
そ
の
例
を
示
し
て
み
よ
う
。
　
　
○
東
小
松
川
（
中
略
）
村
内
に
行
徳
道
か
か
れ
り
、
西
は
小
松
川
よ
り
入
西
一
　
　
　
之
江
村
に
達
す
、
元
佐
倉
道
は
西
小
松
川
村
よ
り
松
本
村
へ
達
せ
り
、
　
　
○
中
小
岩
村
（
中
略
）
村
内
南
の
方
に
元
佐
倉
道
か
か
れ
り
、
　
　
一
里
塚
　
江
戸
川
通
、
堤
の
上
元
佐
倉
道
に
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
ま
た
同
書
の
葛
飾
郡
の
総
説
に
は
、
　
　
又
元
佐
倉
道
と
て
本
所
竪
川
道
り
亀
戸
逆
井
渡
を
渉
り
、
小
松
川
村
小
名
四
ツ
　
　
又
と
云
処
よ
り
西
路
に
別
れ
、
左
し
て
下
総
国
市
川
村
に
達
す
、
右
す
れ
は
今
　
　
井
村
に
出
て
行
徳
に
達
す
、
と
あ
る
。
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
五
月
幕
府
は
東
海
道
・
中
山
道
・
日
光
道
中
・
奥
州
道
中
・
甲
州
道
中
及
び
佐
倉
道
各
宿
に
対
し
て
助
成
金
を
貸
付
け
て
い
る
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
佐
倉
道
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
佐
倉
海
道
　
　
八
　
幡
　
　
小
松
川
　
　
小
　
岩
　
　
　
合
三
ケ
所
　
　
壱
ケ
所
三
百
五
拾
貫
文
宛
　
　
　
右
銭
高
合
千
五
拾
貫
文
　
こ
れ
に
よ
る
と
佐
倉
道
の
宿
駅
と
し
て
あ
げ
て
あ
る
の
は
八
幡
・
小
松
川
・
小
岩
の
三
宿
で
あ
り
、
そ
の
ル
ー
ト
は
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
あ
る
元
佐
倉
道
と
一
致
す
る
。
こ
の
コ
ー
ス
で
あ
れ
ば
千
住
・
新
宿
経
由
と
異
り
、
江
戸
か
ら
ほ
ぼ
直
線
的
に
小
岩
・
市
川
関
所
に
至
り
、
房
総
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
佐
倉
道
が
い
つ
の
頃
か
廃
止
さ
れ
、
水
戸
道
経
由
で
水
戸
佐
倉
道
と
な
る
わ
け
だ
が
、
合
併
時
期
に
関
す
る
考
察
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
五
街
道
に
対
208
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す
る
佐
倉
道
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
　
幕
府
は
交
通
に
関
係
す
る
法
令
、
特
に
人
馬
賃
銭
に
つ
い
て
は
江
戸
か
ら
主
要
区
間
の
賃
銭
を
例
示
し
て
い
る
。
第
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
宿
場
は
道
中
奉
行
の
支
配
を
受
け
る
五
街
道
又
は
五
街
道
に
付
属
す
る
街
道
で
あ
る
。
　
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
二
月
の
人
馬
賃
銭
例
示
区
間
に
佐
倉
道
の
小
松
川
が
初
　
　
　
　
　
（
2
6
）
め
て
表
示
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
期
以
前
に
佐
倉
道
は
五
街
道
並
の
街
道
と
し
て
幕
府
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
水
戸
道
は
人
馬
賃
銭
表
示
か
ら
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
水
戸
道
が
千
住
か
ら
分
岐
し
、
新
宿
に
達
す
る
た
め
、
江
戸
か
ら
千
住
へ
の
人
馬
賃
銭
を
例
示
す
れ
ぽ
事
が
足
り
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
延
宝
二
年
五
月
の
「
伝
馬
宿
拝
借
銭
覚
」
に
「
佐
倉
海
道
」
へ
の
助
成
は
あ
る
も
の
の
、
水
戸
道
へ
の
助
成
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
助
成
を
受
け
る
程
宿
駅
財
政
が
困
窮
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
　
こ
こ
で
延
宝
二
年
の
水
戸
道
松
戸
宿
の
状
況
を
み
て
み
よ
う
。
松
戸
宿
に
は
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
年
の
九
月
に
交
通
に
関
す
る
「
条
≧
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。
　
　
一
近
年
八
木
・
大
豆
高
直
た
る
ゆ
へ
、
宿
≧
令
困
窮
之
間
、
松
戸
よ
り
葛
西
へ
　
　
　
駄
賃
銭
、
壱
駄
に
付
而
四
拾
五
文
、
乗
掛
荷
は
人
と
も
に
同
前
、
荷
な
し
に
　
　
　
の
ら
は
弐
拾
九
文
、
’
人
足
賃
は
壱
人
に
付
而
弐
拾
弐
文
、
小
金
町
江
（
中
略
）
、
　
　
　
行
徳
へ
（
中
略
）
、
八
幡
町
へ
（
中
略
）
、
流
山
へ
（
中
略
）
　
　
一
往
還
之
輩
、
次
馬
・
次
人
足
近
年
甚
お
ほ
き
ゆ
へ
、
宿
々
為
困
窮
之
間
、
縦
　
　
　
国
持
大
名
た
り
と
い
ふ
と
も
、
一
日
に
次
馬
弐
拾
五
疋
・
次
人
足
弐
拾
五
人
　
　
　
に
過
へ
か
ら
す
、
此
外
人
馬
入
に
お
ゐ
て
ハ
、
其
日
を
の
ぞ
き
跡
先
へ
順
≧
　
　
　
に
可
遣
之
事
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
附
、
人
馬
と
も
に
伝
馬
次
に
て
御
定
の
こ
と
く
可
次
之
、
若
先
よ
り
次
来
、
　
　
　
　
宿
≧
を
追
た
を
す
輩
あ
ら
は
、
穿
墾
之
上
人
馬
不
出
之
、
町
の
問
屋
年
寄
　
　
　
　
可
為
曲
事
、
　
　
一
乗
物
壱
挺
人
足
六
人
、
山
乗
物
は
四
人
に
て
御
定
之
人
足
賃
取
之
可
相
送
事
、
　
　
一
長
櫃
壱
樟
三
拾
貫
目
を
限
へ
し
、
そ
れ
よ
り
お
も
き
荷
物
は
持
は
こ
ふ
へ
か
　
　
　
ら
す
、
人
足
壱
人
に
五
貫
目
之
積
り
に
て
、
三
拾
貫
目
ハ
人
足
六
人
、
そ
れ
　
　
　
よ
り
か
ろ
き
荷
物
は
、
貫
目
に
し
た
か
い
人
数
減
少
す
へ
し
、
此
外
い
つ
れ
　
　
　
の
荷
物
も
可
准
之
事
、
　
　
一
乗
掛
の
荷
物
は
五
貫
目
迄
ハ
荷
な
し
に
乗
、
駄
賃
銭
同
前
た
る
へ
し
、
そ
れ
　
　
　
よ
り
お
も
き
荷
物
ハ
本
駄
賃
銭
可
取
之
事
、
　
　
　
　
附
、
夜
通
ハ
荷
な
し
に
乗
と
い
ふ
と
も
本
駄
賃
銭
可
取
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聞
）
　
　
右
條
≧
可
守
之
、
若
違
背
之
族
有
之
は
、
縦
後
日
に
相
同
と
い
ふ
と
も
、
糺
科
　
　
之
軽
重
、
或
死
罪
籠
舎
、
或
可
為
過
料
者
也
、
伍
下
知
如
件
　
　
　
延
宝
二
年
九
月
　
日
　
松
戸
宿
に
出
さ
れ
た
「
条
≧
」
は
第
一
条
の
行
先
と
人
馬
賃
銭
の
違
い
を
除
け
ぽ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
寛
文
六
年
八
月
日
光
御
成
道
鳩
ケ
谷
宿
に
出
さ
れ
た
も
の
と
同
文
で
あ
る
。
こ
の
「
条
≧
」
に
つ
い
て
、
『
近
世
交
通
史
料
集
』
八
の
注
に
「
こ
れ
は
各
宿
に
、
凶
年
に
付
き
馬
次
臨
時
札
と
し
て
出
さ
れ
、
添
高
札
に
さ
れ
た
も
の
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
高
札
文
言
が
各
宿
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
様
子
は
な
く
、
こ
の
時
主
要
街
道
に
対
し
人
馬
賃
銭
値
上
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
『
会
田
落
穂
集
』
及
び
杉
山
正
司
氏
に
よ
る
と
、
日
光
御
成
道
は
最
初
鳩
ケ
谷
宿
か
ら
大
門
宿
を
通
ら
ず
岩
槻
宿
に
対
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
大
門
宿
を
通
る
よ
う
に
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な
り
、
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
大
門
宿
が
成
立
し
た
と
い
う
。
し
か
し
元
禄
以
前
寛
文
年
間
に
は
宿
方
同
様
の
人
馬
役
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
右
の
こ
と
か
ら
、
寛
文
六
年
八
月
に
出
さ
れ
た
「
条
ξ
」
は
、
大
門
村
が
人
馬
役
を
命
じ
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
人
馬
賃
銭
の
決
定
及
び
人
馬
使
用
・
継
立
等
の
確
認
の
意
味
を
含
め
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
　
松
戸
に
出
さ
れ
た
「
条
≧
」
も
水
戸
道
の
一
部
道
中
奉
行
支
配
下
に
置
か
れ
た
段
階
で
発
行
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
松
戸
宿
に
は
延
宝
二
年
九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
の
条
≧
の
外
、
同
年
五
月
二
五
日
の
年
紀
の
あ
る
宿
絵
図
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
松
戸
の
宿
並
の
み
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
作
成
意
図
は
不
明
で
あ
る
が
、
道
中
奉
行
支
配
下
と
し
て
の
宿
駅
成
立
と
何
等
か
の
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
右
の
こ
と
か
ら
、
佐
倉
道
は
道
中
奉
行
支
配
下
の
水
戸
道
に
合
併
し
た
の
で
は
な
く
、
水
戸
道
が
道
中
奉
行
支
配
に
置
か
れ
る
時
に
付
替
え
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
も
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
き
る
。
そ
れ
で
は
そ
の
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
『
江
戸
川
区
史
』
は
、
　
　
こ
の
水
戸
佐
倉
道
は
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
道
中
奉
行
の
直
轄
と
な
り
、
　
　
千
住
宿
か
ら
新
宿
を
経
て
一
路
は
金
町
を
経
て
松
戸
宿
ま
で
、
一
路
は
新
宿
か
　
　
ら
分
れ
て
小
岩
・
市
川
渡
か
ら
八
幡
宿
ま
で
が
、
管
下
に
入
っ
て
い
た
が
、
ご
　
　
く
近
距
離
で
、
松
戸
以
北
と
八
幡
以
東
は
、
沿
道
の
領
主
の
管
轄
で
あ
っ
た
。
と
述
べ
、
佐
倉
道
が
道
中
奉
行
の
手
を
離
れ
た
の
は
元
禄
一
〇
年
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か
し
水
戸
佐
倉
道
が
道
中
奉
行
直
轄
と
な
っ
た
の
が
元
禄
一
〇
年
に
断
定
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
根
拠
と
な
る
史
料
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
以
下
に
示
す
史
料
か
ら
み
て
も
、
元
禄
一
〇
年
説
は
首
肯
し
難
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
天
和
元
年
三
月
幕
府
は
諸
街
道
の
人
馬
賃
銭
の
二
割
増
を
決
定
す
る
が
、
こ
の
時
の
例
示
宿
駅
か
ら
佐
倉
道
小
松
川
宿
は
姿
を
消
し
、
日
光
御
成
道
岩
淵
宿
が
例
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
単
に
例
示
か
ら
外
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
天
和
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
年
（
一
六
八
一
）
七
月
の
江
戸
府
内
に
お
け
る
乗
駕
禁
止
令
に
は
、
　
　
品
川
・
千
住
・
板
橋
・
高
井
戸
・
中
川
此
内
を
限
一
切
乗
申
間
敷
候
と
あ
り
、
こ
の
当
時
佐
倉
道
が
道
中
奉
行
支
配
下
で
あ
れ
ぽ
「
小
松
川
」
と
記
載
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
れ
よ
り
時
代
が
一
〇
年
程
下
っ
た
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
五
月
五
街
道
の
駄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
賃
銭
が
割
増
さ
れ
る
が
、
そ
の
時
の
街
道
名
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
中
山
道
・
日
光
海
道
・
甲
州
・
奥
州
海
道
・
美
濃
路
・
水
戸
佐
倉
道
、
右
宿
々
　
　
此
度
相
立
候
添
高
札
　
右
の
水
戸
佐
倉
道
を
甲
州
・
奥
州
海
道
同
様
水
戸
・
佐
倉
道
と
読
む
か
、
水
戸
佐
倉
道
と
読
む
か
で
大
き
な
差
が
生
じ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
水
戸
道
が
道
中
奉
行
支
配
下
の
道
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
水
戸
佐
倉
に
つ
い
て
は
、
天
和
元
年
三
月
・
七
月
の
表
示
か
ら
み
て
、
こ
の
時
点
で
佐
倉
道
は
道
中
奉
行
支
配
か
ら
離
れ
、
水
戸
道
と
合
併
し
て
水
戸
佐
倉
道
が
成
立
し
て
い
た
と
解
釈
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
四
　
五
街
道
付
属
街
道
と
水
戸
佐
倉
道
〇
　
五
街
道
付
属
街
道
の
成
立
と
そ
の
機
能
　
水
戸
佐
倉
道
は
五
街
道
に
付
属
す
る
街
道
の
中
で
も
道
中
奉
行
の
支
配
区
間
が
短
く
、
中
途
半
端
な
街
道
で
あ
っ
た
。
水
戸
道
は
江
戸
川
を
渡
っ
た
松
戸
ま
で
、
佐
倉
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道
は
同
じ
く
江
戸
川
を
渡
っ
た
八
幡
ま
で
が
道
中
奉
行
の
支
配
で
、
そ
れ
よ
り
江
戸
以
遠
は
脇
街
道
に
な
る
。
そ
れ
で
は
こ
こ
で
水
戸
佐
倉
道
以
外
の
五
街
道
に
付
属
す
る
街
道
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
○
山
崎
通
　
伏
見
か
ら
山
崎
・
芥
川
・
郡
山
・
瀬
川
・
昆
陽
・
西
宮
を
経
て
兵
庫
に
達
す
る
街
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
道
。
山
崎
通
の
機
能
は
『
山
崎
通
宿
村
大
概
帳
』
の
山
崎
宿
の
項
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
一
前
≧
西
国
・
中
国
・
四
国
江
往
返
之
面
≧
亡
、
伏
見
・
淀
・
枚
方
・
守
口
・
　
　
　
大
坂
・
尼
ケ
崎
・
西
宮
・
兵
庫
江
掛
り
通
行
い
た
し
可
申
儀
・
一
候
処
、
山
崎
　
　
　
宿
通
り
江
相
掛
り
候
得
亡
道
法
も
近
く
、
其
上
便
利
二
も
相
成
候
故
、
近
来
　
　
　
右
道
筋
を
通
行
之
面
≧
別
而
多
相
成
、
山
崎
通
り
宿
方
難
儀
い
た
し
候
趣
二
　
　
　
付
、
安
永
之
度
諸
家
江
御
触
有
之
、
右
二
付
以
来
通
行
致
度
面
〉
亡
、
其
段
　
　
　
相
願
、
御
下
知
有
之
候
上
二
而
通
行
可
致
儀
二
而
、
勝
手
次
第
二
通
り
候
事
亡
　
　
　
不
相
成
儀
二
有
之
、
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
山
崎
通
は
東
海
道
伏
見
宿
方
面
か
ら
西
宮
・
兵
庫
方
面
に
達
す
る
の
に
近
道
で
あ
り
、
便
が
よ
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
参
勤
諸
大
名
が
山
崎
通
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
幕
府
も
こ
れ
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
許
可
を
得
て
か
ら
通
行
す
る
よ
う
に
通
達
し
て
い
る
。
○
佐
屋
路
　
東
海
道
熱
田
宿
か
ら
岩
塚
・
万
場
・
神
守
を
経
て
佐
屋
に
至
り
、
こ
れ
よ
り
川
船
を
利
用
し
て
桑
名
に
達
す
る
。
　
大
山
敷
太
郎
氏
は
佐
屋
路
の
成
立
と
役
割
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
るi途
　o）
　
　
　
更
に
、
佐
屋
路
に
お
け
る
宿
駅
の
起
立
を
見
よ
う
。
こ
の
街
道
に
当
る
万
　
　
場
・
砂
子
・
佐
屋
の
諸
村
は
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
伝
馬
所
を
仰
付
け
ら
　
　
れ
、
こ
れ
よ
り
遅
る
ふ
こ
と
二
年
に
し
て
、
岩
塚
村
が
砂
子
村
に
代
っ
て
伝
馬
　
　
所
と
な
り
、
更
に
、
神
守
村
は
万
場
・
佐
屋
宿
等
の
起
立
よ
り
、
十
五
年
を
経
　
　
過
し
た
正
保
四
年
に
伝
馬
所
に
仰
付
け
ら
れ
、
宿
駅
に
列
し
て
ゐ
る
。
（
中
略
）
　
　
元
来
、
東
海
道
は
熱
田
宿
よ
り
海
上
七
里
の
渡
を
経
て
、
西
の
方
桑
名
宿
に
続
　
　
く
も
の
で
あ
る
が
、
後
に
は
海
上
風
波
の
難
を
慮
り
、
陸
路
こ
の
佐
屋
路
を
と
　
　
る
も
の
も
勘
く
な
い
様
に
な
っ
た
も
の
で
、
（
後
略
）
　
右
の
よ
う
に
佐
屋
路
は
熱
田
－
桑
名
間
の
海
上
七
里
の
迂
回
路
と
し
て
設
定
さ
れ
、
道
中
奉
行
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
○
美
濃
路
　
東
海
道
熱
田
宿
か
ら
名
古
屋
・
清
須
・
稲
葉
・
萩
原
・
起
・
墨
俣
・
大
垣
を
経
て
中
山
道
垂
井
宿
に
達
す
る
。
東
海
道
と
中
山
道
を
結
ぶ
街
道
で
、
成
立
に
つ
い
て
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
や
は
り
大
山
敷
太
郎
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
　
　
　
更
に
又
、
美
濃
路
の
起
立
に
つ
い
て
一
考
し
て
見
よ
う
。
名
古
屋
は
こ
の
街
　
　
道
の
一
宿
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
起
立
は
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
　
　
と
あ
っ
て
、
東
海
道
の
多
く
の
宿
駅
の
起
立
に
遅
る
ふ
こ
と
、
た
だ
一
ケ
年
に
　
　
過
ぎ
な
い
。
尤
も
、
次
宿
た
る
清
須
宿
は
之
よ
り
遅
る
ふ
こ
と
十
四
年
の
、
元
　
　
和
二
年
（
＝
ハ
一
六
）
十
一
月
以
来
の
伝
馬
所
と
あ
り
、
更
に
そ
の
次
宿
た
る
　
　
稲
葉
宿
に
つ
い
て
は
、
そ
の
起
立
の
年
次
を
瞭
ら
か
に
し
得
な
い
。
け
れ
ど
も
、
　
　
既
に
起
終
点
た
る
名
古
屋
の
起
立
が
慶
長
七
年
で
あ
る
以
上
、
恐
ら
く
右
と
同
211
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年
と
推
測
し
て
誤
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
こ
こ
で
は
美
濃
路
全
区
間
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
慶
長
期
に
美
濃
路
の
多
く
の
宿
が
成
立
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
○
本
坂
通
　
東
海
道
浜
松
宿
か
ら
気
賀
・
三
ケ
日
・
嵩
山
を
経
て
再
び
東
海
道
に
御
油
宿
で
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
流
す
る
街
道
。
本
坂
通
の
成
立
に
つ
い
て
は
『
本
坂
通
宿
村
大
概
帳
』
に
詳
し
い
。
　
　
一
本
坂
通
之
儀
之
、
明
和
元
申
年
道
中
奉
行
支
配
被
仰
付
、
一
躰
本
坂
越
旅
行
　
　
　
之
儀
亡
御
書
付
も
有
之
候
二
付
、
其
向
よ
り
前
広
本
坂
越
旅
行
い
た
し
度
旨
　
　
　
相
伺
候
得
亡
、
右
書
面
御
下
ヶ
有
之
候
二
付
、
諸
荷
物
亡
本
道
相
廻
し
旅
行
　
　
　
い
た
し
候
様
被
仰
渡
旨
取
調
之
上
、
右
之
趣
を
以
御
差
図
有
之
、
尤
京
都
β
　
　
　
姫
・
宮
方
下
向
之
節
亡
、
気
賀
・
三
ケ
日
・
嵩
山
右
三
ケ
宿
共
、
人
馬
御
定
　
　
　
無
之
場
所
二
付
、
前
≧
β
仕
来
に
而
加
助
郷
触
書
差
出
、
其
外
御
用
通
行
井
　
　
　
諸
家
参
勤
交
代
之
節
、
病
気
等
二
而
旅
行
い
た
し
候
得
亡
、
御
書
付
之
趣
を
　
　
　
以
其
向
〉
よ
り
相
伺
候
得
亡
、
伺
書
江
承
付
い
た
し
よ
ル
、
尤
風
雨
等
二
而
　
　
　
渡
海
難
相
成
、
又
芒
差
掛
り
病
気
等
之
節
亡
、
自
分
手
廻
り
計
二
而
相
廻
り
、
　
　
　
諸
荷
物
ハ
本
坂
道
差
遣
し
通
行
可
致
旨
、
旅
中
β
御
届
申
上
、
右
書
面
道
中
　
　
　
奉
行
江
御
下
ケ
有
之
、
諸
家
β
問
合
等
有
之
候
節
も
、
御
書
付
之
趣
を
以
及
　
　
　
挨
拶
来
り
、
其
後
天
保
度
評
議
之
趣
も
有
之
候
事
、
　
右
の
記
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
本
坂
道
は
明
和
元
年
に
道
中
奉
行
支
配
と
な
っ
た
。
こ
の
街
道
は
今
切
渡
し
を
迂
回
す
る
た
め
の
街
道
で
、
諸
家
が
こ
の
街
道
を
利
用
す
る
場
合
、
本
坂
通
の
宿
場
は
小
規
模
で
あ
っ
た
た
め
、
荷
物
は
東
海
道
を
通
す
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
本
坂
通
宿
村
大
概
帳
』
に
よ
る
と
、
本
坂
通
の
宿
場
に
は
い
ず
れ
も
宿
の
字
は
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
た
と
え
ぽ
「
嵩
山
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
○
日
光
御
成
道
　
本
郷
追
分
で
中
山
道
と
分
岐
し
、
岩
淵
・
川
口
・
鳩
ケ
谷
・
大
門
・
岩
槻
を
経
て
幸
手
宿
で
日
光
道
中
と
合
流
す
る
。
徳
川
家
康
を
祀
っ
た
日
光
東
照
宮
へ
将
軍
が
参
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
詣
す
る
た
め
の
通
行
路
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
　
街
道
の
成
立
に
関
し
先
の
記
述
と
重
複
す
る
が
、
杉
山
正
司
氏
は
、
岩
槻
以
北
に
つ
い
て
は
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
、
そ
れ
以
南
に
つ
い
て
は
寛
永
年
間
と
し
て
い
る
。
鳩
ケ
谷
宿
が
宿
駅
と
定
め
ら
れ
た
の
が
寛
永
二
二
年
（
一
六
三
六
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
頃
御
成
道
全
線
が
一
つ
の
街
道
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
道
中
奉
行
の
設
定
と
同
時
に
そ
の
支
配
下
に
入
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
○
壬
生
通
　
日
光
道
中
小
山
宿
と
新
田
宿
間
の
喜
沢
で
分
岐
し
、
飯
塚
・
壬
生
・
楡
木
・
奈
佐
原
・
鹿
沼
・
文
挾
・
板
橋
を
経
て
日
光
道
中
今
市
宿
に
達
す
る
。
成
立
時
期
は
定
か
で
な
い
。
○
例
幣
使
道
　
中
山
道
倉
賀
野
宿
よ
り
分
岐
し
、
玉
村
・
五
料
・
柴
・
木
崎
・
大
田
・
八
木
・
簗
田
・
天
明
・
犬
伏
・
富
田
・
栃
木
・
合
戦
場
・
金
崎
を
経
て
壬
生
通
の
楡
木
宿
に
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
す
る
。
道
中
奉
行
支
配
下
に
置
か
れ
た
の
は
、
『
例
幣
使
道
宿
村
大
概
帳
』
に
よ
れ
ぽ
明
和
元
年
の
こ
と
で
あ
る
。
　
例
幣
使
道
は
参
議
以
上
の
公
家
が
朝
廷
よ
り
持
参
し
た
金
幣
を
日
光
東
照
宮
に
捧
呈
す
る
時
に
通
る
街
道
で
あ
る
。
日
光
例
幣
使
は
四
月
一
日
に
京
都
を
出
発
し
、
中
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山
道
を
通
っ
て
例
幣
使
道
に
入
り
、
壬
生
通
か
ら
四
月
一
五
日
に
日
光
に
入
る
の
が
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
慣
例
に
な
っ
て
い
た
。
　
以
上
が
五
街
道
に
付
属
す
る
街
道
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
街
道
も
起
点
か
ら
終
点
ま
で
道
中
奉
行
支
配
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
水
戸
佐
倉
道
の
ご
と
く
中
途
半
端
な
と
こ
ろ
で
道
中
奉
行
の
支
配
が
切
れ
て
い
る
街
道
は
な
い
の
で
あ
る
。
⇔
　
水
戸
佐
倉
道
と
そ
の
機
能
　
度
々
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
水
戸
道
・
佐
倉
道
は
共
に
江
戸
川
を
渡
っ
た
所
で
道
中
奉
行
の
支
配
が
切
れ
る
。
単
に
江
戸
防
衛
と
い
う
点
で
は
、
他
地
域
か
ら
江
戸
へ
入
流
す
る
又
は
江
戸
か
ら
流
出
す
る
人
・
物
を
監
視
・
取
締
る
に
は
、
江
戸
川
を
渡
っ
た
所
に
幕
府
直
轄
の
宿
場
を
設
定
し
て
お
け
ぽ
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
江
戸
川
を
渡
る
手
前
に
は
小
岩
・
市
川
関
所
及
び
金
町
・
松
戸
関
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
推
論
の
正
否
は
別
と
し
て
も
、
水
戸
佐
倉
道
は
他
の
五
街
道
付
属
街
道
と
は
か
な
り
性
格
を
異
に
す
る
街
道
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
右
の
よ
う
な
背
景
に
は
、
単
に
房
総
地
域
に
お
け
る
交
通
路
の
設
定
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
幕
府
の
房
総
及
び
東
北
方
面
に
対
す
る
監
視
・
支
配
と
関
連
す
る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
江
戸
幕
府
に
と
っ
て
箱
根
・
丹
沢
・
奥
多
摩
・
秩
父
の
山
々
は
天
然
の
要
害
で
あ
り
、
こ
こ
に
関
所
を
設
置
し
て
い
る
。
一
方
東
北
方
面
に
対
し
て
は
適
当
な
山
岳
が
な
か
っ
た
た
め
、
河
川
を
利
用
し
こ
こ
に
関
所
を
設
置
し
て
い
る
。
水
戸
佐
倉
道
の
関
所
も
、
こ
う
し
た
政
策
の
一
環
と
し
て
設
け
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
　
し
か
し
利
根
川
・
江
戸
川
筋
に
関
所
の
原
型
と
も
い
う
べ
き
定
船
場
が
定
め
ら
れ
た
の
は
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
渡
辺
和
敏
氏
に
よ
れ
ば
、
大
坂
落
城
後
の
政
治
的
処
置
、
家
康
死
亡
に
よ
る
内
乱
防
止
策
の
一
環
と
し
て
、
定
船
場
を
利
用
し
て
関
所
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
元
和
二
年
に
出
さ
れ
た
「
定
船
場
之
事
」
は
、
後
の
関
所
法
の
原
型
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
な
い
と
述
　
　
　
　
（
4
3
）
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
な
お
「
定
船
場
之
事
」
に
は
松
戸
・
市
川
と
あ
り
、
後
に
設
置
さ
れ
る
関
所
は
水
戸
道
の
場
合
金
町
で
あ
る
の
に
金
町
松
戸
関
所
、
佐
倉
道
も
関
所
が
小
岩
に
あ
り
な
が
ら
小
岩
市
川
関
所
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
松
戸
・
市
川
に
渡
船
の
権
利
が
あ
り
、
又
は
与
え
ら
れ
関
所
的
役
割
を
負
わ
さ
れ
た
た
め
、
後
年
に
至
る
ま
で
松
戸
・
市
川
の
名
称
を
冠
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
右
の
よ
う
に
関
所
の
前
駆
的
な
も
の
が
成
立
し
た
の
は
元
和
二
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
　
徳
川
氏
は
関
ケ
原
の
戦
い
に
勝
利
を
得
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
に
は
江
戸
に
幕
府
を
開
く
が
、
豊
臣
勢
力
は
一
掃
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
の
一
掃
に
向
け
て
の
準
備
を
行
っ
て
い
た
。
西
に
対
し
て
は
前
述
の
ご
と
く
の
山
岳
地
帯
、
さ
ら
に
駿
府
と
い
う
一
大
拠
点
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
東
に
向
け
て
の
対
策
は
こ
れ
に
較
べ
れ
ば
不
十
分
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
と
え
東
の
大
名
が
反
旗
を
翻
す
可
能
性
が
少
な
い
に
し
て
も
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
対
策
の
意
味
を
も
含
め
て
、
幕
府
は
慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
徳
川
頼
房
を
も
っ
て
水
戸
藩
を
成
立
さ
せ
、
翌
一
六
年
に
は
土
井
利
勝
を
佐
倉
に
移
し
佐
倉
城
築
城
を
命
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
さ
ら
に
慶
長
一
九
年
九
月
に
は
安
房
館
山
藩
主
里
見
忠
義
は
伯
者
倉
吉
藩
に
転
封
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を
命
じ
ら
れ
た
。
実
質
的
に
は
改
易
で
あ
る
。
こ
う
し
て
幕
府
は
房
総
を
中
心
と
し
た
地
域
を
確
実
に
掌
中
に
納
め
た
。
　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
慶
長
一
八
年
の
暮
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
、
船
橋
か
ら
東
金
に
達
す
る
ほ
ぼ
一
直
線
状
の
街
道
「
東
金
御
成
街
道
」
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
　
東
金
御
成
街
道
は
本
保
弘
文
氏
に
よ
る
と
、
慶
長
一
八
年
一
二
月
徳
川
家
康
は
明
年
東
金
に
お
い
て
鷹
狩
を
行
う
と
命
じ
、
こ
れ
に
関
連
し
て
と
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
土
井
利
勝
が
呼
び
出
さ
れ
、
家
康
と
二
人
で
密
談
を
交
し
て
い
る
。
恐
ら
く
諸
々
の
意
味
を
込
め
て
東
金
へ
の
道
の
造
成
を
命
じ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
　
従
来
か
ら
あ
る
東
金
へ
の
道
は
幅
も
狭
く
か
な
り
の
迂
曲
、
上
下
差
が
大
き
く
見
通
し
の
悪
い
道
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
土
井
利
勝
は
船
橋
1
東
金
間
を
道
幅
三
間
で
、
谷
を
S
字
形
の
カ
ー
ブ
に
し
た
ほ
か
は
、
ほ
ぼ
直
線
で
結
ぶ
新
道
を
造
り
上
げ
た
。
造
成
は
「
三
日
三
晩
」
で
完
成
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
程
短
時
日
で
造
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。
　
さ
ら
に
慶
長
一
九
年
に
は
房
総
半
島
中
央
部
を
走
る
大
多
喜
か
ら
江
戸
へ
の
街
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
の
一
部
も
改
修
さ
れ
て
い
る
。
『
埴
生
郡
聞
見
漫
録
』
に
よ
る
と
、
　
　
○
い
に
し
へ
大
田
喜
よ
り
江
戸
へ
往
来
は
、
下
大
田
喜
よ
り
駒
返
坂
を
経
て
、
　
　
　
妙
楽
寺
大
上
を
過
き
、
そ
れ
よ
り
埴
生
郡
に
入
り
、
森
、
芝
原
晶
加
わ
ぎ
給
　
　
　
田
、
葛
田
、
坂
本
を
経
て
長
南
に
至
り
し
を
、
大
坂
冬
御
陣
の
時
、
本
多
大
　
　
　
内
記
忠
朝
は
、
大
田
喜
の
城
よ
り
出
て
s
駒
返
坂
を
過
き
給
ふ
。
時
に
馳
出
　
　
　
で
ふ
路
よ
こ
ぎ
り
し
か
ぽ
、
そ
れ
よ
り
馬
を
か
へ
し
、
更
に
新
道
を
開
き
、
　
　
　
小
土
呂
、
市
ノ
野
、
佐
坪
、
茗
荷
沢
を
経
て
長
南
に
至
る
、
行
程
三
分
二
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
民
力
）
　
　
　
労
を
省
け
り
、
道
つ
く
り
の
武
、
本
多
侯
の
鉄
棒
を
見
て
、
い
か
て
つ
か
ひ
　
　
　
給
は
ん
や
と
い
ひ
し
を
聞
給
ひ
て
、
つ
か
い
て
見
せ
給
ひ
し
地
を
棒
坂
と
い
　
　
　
ふ
。
佐
坪
と
市
野
と
の
間
に
あ
り
。
　
本
書
は
近
世
後
期
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
街
道
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
信
頼
を
置
い
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
但
〃
イ
タ
チ
”
云
々
の
件
は
、
千
葉
県
立
総
南
博
物
館
の
菅
根
幸
裕
氏
に
よ
る
と
、
当
地
方
に
は
イ
タ
チ
伝
説
が
多
く
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
　
さ
て
右
の
記
事
に
よ
る
と
、
大
坂
冬
の
陣
に
際
し
大
多
喜
か
ら
長
南
に
至
る
街
道
が
造
成
さ
れ
、
従
来
の
三
分
の
一
に
短
縮
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
間
の
難
所
の
一
つ
に
小
土
呂
坂
が
あ
る
が
、
実
査
し
た
と
こ
ろ
明
ら
か
に
道
を
切
り
拓
い
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
た
。
　
伝
承
で
は
あ
る
が
、
佐
倉
・
東
金
方
面
と
、
房
総
半
島
太
平
洋
岸
の
茂
原
と
一
の
宮
の
間
に
位
置
す
る
金
田
村
を
結
ぶ
道
も
御
成
街
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
道
は
佐
倉
・
東
金
・
大
網
・
本
綱
を
経
て
ほ
ぼ
一
直
線
に
南
下
し
、
年
貢
米
輸
送
や
成
田
参
詣
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
大
多
喜
や
安
房
・
勝
浦
方
面
か
ら
も
こ
の
街
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
に
入
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
　
伝
承
を
も
含
め
た
上
で
の
推
論
は
危
険
で
あ
る
が
、
敢
え
て
い
う
な
ら
幕
府
は
慶
長
一
九
年
の
大
坂
冬
の
陣
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
江
戸
の
近
傍
で
あ
る
房
総
の
地
か
ら
外
様
大
名
を
駆
逐
し
、
さ
ら
に
交
通
網
の
整
備
を
行
い
、
房
総
半
島
を
要
害
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
交
通
路
に
し
て
も
幕
府
中
枢
部
が
直
接
支
配
で
き
る
よ
う
、
道
中
奉
行
支
配
も
江
戸
川
を
渡
っ
た
房
総
の
入
口
で
切
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に
　
江
戸
幕
府
は
東
海
道
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
街
道
を
整
備
し
道
中
奉
行
支
配
下
に
置
い
た
。
幕
府
は
恐
ら
く
初
め
は
五
街
道
と
い
う
意
識
は
な
く
、
街
道
を
整
備
し
て
い
く
段
階
で
五
街
道
と
い
う
意
識
が
で
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
幕
府
が
五
街
道
の
意
識
を
持
つ
手
懸
り
を
主
に
人
馬
賃
銭
の
江
戸
か
ら
の
例
示
区
間
に
よ
っ
て
み
て
き
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
寛
文
・
延
宝
の
頃
に
五
街
道
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
、
幕
府
法
令
の
上
か
ら
だ
け
で
み
る
と
、
貞
享
四
年
に
至
っ
て
初
め
て
「
五
街
道
」
の
語
句
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
以
降
街
道
は
五
街
道
と
そ
れ
に
付
属
（
準
ず
る
）
す
る
街
道
と
脇
往
還
に
区
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五
街
道
及
び
付
属
す
る
街
道
の
ほ
と
ん
ど
は
、
起
点
か
ら
終
点
ま
で
が
道
中
奉
行
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
水
戸
佐
倉
道
の
み
は
水
戸
・
佐
倉
と
い
う
名
称
が
あ
り
な
が
ら
、
江
戸
川
を
渡
っ
た
所
で
道
中
奉
行
の
支
配
が
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
幕
府
の
房
総
半
島
の
要
害
化
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
論
証
根
拠
の
薄
弱
な
部
分
が
随
所
に
み
ら
れ
、
特
に
水
戸
佐
倉
道
と
そ
の
機
能
の
部
分
は
綿
密
な
考
証
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
が
、
五
街
道
を
考
え
る
た
め
の
素
材
と
し
て
敢
え
て
述
べ
て
み
た
。
今
後
は
各
章
ご
と
に
十
分
の
史
料
を
も
と
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
註（
1
）
　
中
島
三
佳
「
東
海
道
五
十
三
次
（
宿
）
へ
の
問
題
提
起
」
、
（
『
交
通
史
研
究
』
二
八
）
。
（
2
）
　
『
詳
説
日
本
史
』
、
（
平
成
三
）
、
山
川
出
版
。
（
3
）
　
丸
山
雍
成
『
日
本
近
世
交
通
史
の
研
究
』
（
平
成
元
）
吉
川
弘
文
館
。
（
4
）
引
用
書
二
〇
頁
の
註
1
を
参
照
。
（
5
）
『
歴
史
手
帖
』
；
丁
五
所
収
。
（
6
）
　
児
玉
幸
多
『
近
世
交
通
史
の
研
究
』
（
昭
和
六
一
）
筑
摩
書
房
。
（
7
）
　
児
玉
幸
多
編
『
近
世
交
通
史
料
集
』
八
　
幕
府
法
令
上
九
五
号
史
料
（
昭
和
五
三
）
　
　
吉
川
弘
文
館
。
（
8
）
　
大
蔵
省
編
『
日
本
財
政
経
済
史
料
』
四
（
大
正
＝
）
。
（
9
）
奥
田
久
監
修
『
栃
木
の
街
道
』
（
昭
和
五
三
）
栃
木
県
文
化
協
会
。
（
1
0
）
　
註
（
7
）
の
二
六
六
号
史
料
。
（
1
1
）
　
註
（
7
）
の
三
〇
一
号
史
料
。
（
1
2
）
　
註
（
7
）
の
三
〇
五
号
史
料
。
（
1
3
）
　
註
（
7
）
の
三
二
一
号
史
料
。
（
1
4
）
　
本
間
清
利
『
日
光
街
道
繁
昌
記
』
（
昭
和
五
〇
）
埼
玉
新
聞
社
。
（
1
5
）
　
註
（
7
）
の
三
五
六
号
史
料
。
（
1
6
）
　
註
（
7
）
の
四
六
九
号
史
料
。
（
1
7
）
　
与
謝
野
寛
外
編
『
日
本
古
典
全
集
』
一
所
収
（
大
正
一
五
）
同
集
刊
行
会
。
（
1
8
）
　
註
（
7
）
の
四
九
六
号
史
料
。
（
9
1
）
三
田
村
玄
龍
編
『
罐
藁
毛
輪
講
』
下
（
昭
和
五
）
春
陽
堂
の
序
文
。
但
し
序
文
　
　
は
大
正
一
五
年
。
（
2
0
）
　
流
山
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
流
山
市
史
』
近
世
資
料
編
皿
（
昭
和
六
三
）
流
山
市
。
（
2
1
）
　
水
戸
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
水
戸
市
史
』
中
の
一
（
昭
和
四
三
）
。
（
2
2
）
　
船
橋
市
郷
土
資
料
館
編
『
道
標
』
（
昭
和
五
八
）
船
橋
市
教
育
委
員
会
。
（
2
3
）
　
大
日
本
地
誌
大
系
8
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
二
（
昭
和
四
五
）
雄
山
閣
。
（
2
4
）
　
同
右
7
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
一
。
（
2
5
）
　
註
（
7
）
の
三
〇
五
号
史
料
。
（
2
6
）
　
註
（
7
）
の
三
〇
一
号
史
料
。
（
2
7
）
松
戸
市
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
松
戸
市
史
』
中
巻
近
世
（
昭
和
五
三
）
松
戸
市
。
（
8
2
）
　
註
（
7
）
の
二
八
二
号
史
料
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
（
2
9
）
　
『
会
田
落
穂
集
』
（
昭
和
四
六
）
埼
玉
県
立
図
書
館
・
杉
山
正
司
「
日
光
御
成
街
道
の
国立歴史民俗博物館研究報告　第50集　（1993）
成
立
と
将
軍
社
参
」
（
『
埼
玉
県
立
博
物
館
紀
要
』
一
一
）
。
（
3
0
）
　
註
（
2
7
）
の
付
録
。
（
3
1
）
　
『
江
戸
川
区
史
』
一
（
昭
和
五
一
）
江
戸
川
区
。
（
3
2
）
　
註
（
7
）
の
一
三
二
号
史
料
。
（
3
3
）
　
註
（
7
）
の
三
二
四
号
史
料
。
（
3
4
）
　
註
（
7
）
の
三
六
四
号
史
料
。
（
3
5
）
　
児
玉
幸
多
校
訂
『
近
世
交
通
史
料
集
』
五
所
収
（
昭
和
四
六
）
吉
川
弘
文
館
。
（
3
6
）
　
大
山
敷
太
郎
『
近
世
交
通
経
済
史
論
』
（
昭
和
四
二
復
刻
版
）
柏
書
房
。
（
3
7
）
　
註
（
3
6
）
に
同
じ
。
（
3
8
）
　
註
（
3
5
）
に
同
じ
。
（
3
9
）
　
埼
玉
県
立
博
物
館
編
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
『
日
光
御
成
道
』
（
昭
和
五
九
）
埼
玉
　
　
県
教
育
委
員
会
。
　
　
　
註
（
2
9
）
の
杉
山
論
文
に
同
じ
。
　
　
　
児
玉
幸
多
校
訂
『
近
世
交
通
史
料
集
』
六
所
収
（
昭
和
四
七
）
吉
川
弘
文
館
。
　
　
　
五
十
嵐
富
夫
『
日
光
例
幣
使
街
道
』
（
昭
和
五
二
）
柏
書
房
。
　
　
　
渡
辺
和
敏
『
近
世
交
通
制
度
の
研
究
』
（
平
成
三
）
吉
川
弘
文
館
。
　　　　
4645
）　　）
（　　（　（　（　（
44　434241　40
）　　）　　）　　）　　）
本
保
弘
文
『露
東
金
御
成
街
道
三
平
成
三
）
聚
海
書
林
。
　
『
房
総
叢
書
』
二
（
大
正
三
）
同
刊
行
会
。
　
千
葉
県
教
育
庁
文
化
課
編
千
葉
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
＝
『
伊
南
房
州
通
往
還
』
（
平
成
元
）
千
葉
県
教
育
委
員
会
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）
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AStudy　of　Roads　Adjunct　to　the　Five　Highways
Focussing　Mainly　on　the　Mito　and　Sakura　Roads
YAMAMoTo　Mitsumasa
　　The　Edo　Shog皿ate　had　direct　control　of　the　main　highways，　and　these　roads　gradually
came　to　be　called　the“Five　Highways”．　Further皿ore，　several　routes　deriving　from　these
Five　Highways　were　also　under　the　direct　supervision　of　the　Shogunate，　under　the　control
of　the　Dδc妬Bμgッδ（Route　Magistrate）．　At　present，　these　latter　roads　are，　for　the
convenience　of　research，　called‘‘roads　adjunct　to　the　Five　Highways”．
　　In　this　paper，　the　author　examines　the　concept　of　the　Five　Highways　within　the
Shogunate，　the　naming　of　the　Five　Highways，　and　the　characters　of　the　Mito　and　Sakura
Roads，　which　were　roads　adjunct　to　the　Five　Highways．
　　At　present，　the　term“the　Five　Highways”is　used　extensively；however，　it　was　not
recognized　as　such　in　the　early　stages　of　the　Shogunate；the　Five　Highways　came　to　be
recognized，　and　the　name　established，　during　the　process　of　the　establishment　of　the
tra伍c　system．　It　was　around　the　time　of　the　Kanbun　ear（1661　to　1673）that　the
Shogunate　became　clearly　aware　of　the　Five．Highways；and　it　was　in　the　Enpo　era
（1673to　1681）that　the　concept　of　the　Five　Highways　became　more丘rmly　established．
It　was　in　the　4th　year　of　J6ky6（1687）that　the　name　of　the　Five　Highways　first　appeared
in　an　o伍cial　document　of　the　Shogunate．
　　Most　roads　adjunct　to　the　Five　Highways　were　complete　in　terms　of　their　starting
poirlts　and　destinations，　that　is　these　routes　linked　the　main　highways，　or　reached　im．
portant　places．　However，　in　the　case　of　the　Mito　and　Sakura　Roads，　the　sections　from
Senju　to　Mito　or　Sakura　were　not皿der　the　control　of　the　Route　Magistrate．　The
control　of　the　Route　Magistrate　terminated　at　Matsudo　and　Yawata，　respectively，　both
part　way　along　the　route．　Though　clear．cut　conclusion　cannot　I）e　reached　due　to　the　lack
of　historical　documents　regarding　the　establishment　and　control　of　the　Matsudo　and
Sakura　Roads，　roads　of　this　type　were　the　Shogunate’s　defense　against　the　T6goku（eastern
part　of　Japan）and　shows　how　the　shogunate　of　the　early　modern　period　looked　on　the
B6s6　Peninsular；in　other　words，　the　B6s6　Region　was　a　place　of　strategic　importance
to　the　Shogunate．
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